
第７回 JLTA 全国研究大会プログラム 

 

2003 年 10 月 24 日（金） 

17:00 ～ 18:30 理事会 （熊本ホテルキャッスル） 

 

10 月 25 日（土） 

8:50 ～    受 付 

 

9:20 ～9:35 開会の挨拶（C301 教室） 総合司会 島谷 浩（熊本大学） 

 

会長 大友 賢二（常磐大学・筑波大学名誉教授） 

 

9:40～12:20 研究発表 （発表 30 分, 質疑 10 分） 

 

  I 9:40 ～10:20 、II 10:20～11:00 

 

第１室（B201 視聴覚室）  司会 大津 敦史 （福岡大学） 

 

・ 発表 I  Can-do 項目作成のための英語能力評価共通枠組みの検討 

長沼 君主 （清泉女子大学） 

和田 朋子 （東京外国語大学大学院） 

田中 敦英 （桐朋中・高等学校） 

根岸 雅史 （東京外国語大学） 

 

・ 発表 II  日本人英語学習者の英語メンタルレキシコン―感情を表す形容詞の定着度― 

折田  充 （八代工業高等専門学校） 

 

第２室（B202 視聴覚室）  司会 Terry Laskowski（熊本大学） 

 

・ 発表 I  A Possibility of Norm-Referenced Testing for Educational Purposes in Japan 

 

      'A TOEIC Case Study ' 

      MIZUMOTO Atsushi (Graduate School of Language Education and 

Information Science, 

 

                                   



Ritsumeikan University) 

 

・ 発表 II Enhancing the Learning, Teaching and Testing of New Vocabulary by 

Systematically Using a Depth of Lexical Processing Scale and a Vocabulary Learning 

Strategies Taxonomy 

      John Paul Loucky (Seinan Women ﾕ s University) 

 

第３室（D201 教室）   司会 石井 和仁（福岡大学） 

 

・ 発表 I  プレイスメントテスト記述課題の量的・質的分析 

西村よしみ （筑波大学留学生センター） 

 

・ 発表 II TOEIC で見る新カリキュラムの成果 

吉川 勝正 （熊本学園大学） 

 

第４室（D202 教室）   司会 山本 廣基 （西南女学院大学） 

 

・ 発表 I 語彙知識によるスピーキング能力の予測可能性 

小泉 利恵 （筑波大学大学院博士課程） 

 

・ 発表 II 日本語 Can-do-statements の IRT 尺度化 

野口 裕之 （名古屋大学） 

和田 晃子 （北海道大学） 

熊谷 龍一 （名古屋大学） 

脇田 貴文 （名古屋大学） 

 

第５室（D203 教室）   司会 浪田 克之介（北海道情報大学） 

 

・ 発表 I  A Vocabulary Level Test at the 1000-Word Level 

      Paul Westrick (Kyushu University)  

      J. Lake (Fukuoka Jo Gakuin and Kyushu University) 

 

・ 発表 IIExamining the Rationale of Vocabulary Size Tests Based on Word-Frequency  

Levels 

KATAGIRI Kazuhiko (Reitaku University) 

 



11:00～11:10  休 憩 

 

11:10～12:30  基 調 講 演（C301 教室）  

司会 木下 正義（福岡国際大学） 

紹介 会長 大友 賢二（常磐大学） 

 

Topic: Interactive Impacts of English Testing, Teaching, and Learning  

in Korea 

 

Speaker: Oryang Kwon (Seoul National University)   

 

12:30～13:30 昼 食 （役員会：1 階第一会議室、休憩室：1 階多目的会議室） 

 

13:30～14:50 研究発表 （発表 30 分, 質疑 10 分） 

 

          I 13:30～14:10 、 II 14:10～14:50 

 

第１室（B201 視聴覚室）  司会 Jeff Hubbell（法政大学） 

 

・ 発表 I The Role of the TOEIC in Measuring Language Learning  

Sandra V. Williams (Hiroshima Kokusai Gakkuin University) 

 

・ 発表 II Multiple Imputation in Latent Growth Curve Analysis 

          Steven Ross (Kwansei Gakuin University) 

 

第２室（B202 視聴覚室）  司会 小山 由紀江（名古屋工業大学） 

 

・ 発表 I  An Investigation of Method Effects in Reading Comprehension Tests: Text  

Structure and Response Format 

Miyoko Kobayashi (Graduate School of Language Sciences,  

Kanda University of International Studies） 

・ 発表 II 実践報告－理科系の大学生に求められる英語力とテスト、およびその対策 

河野 円 （星薬科大学） 

 

第３室（D201 教室）    司会 塩川 春彦 （北海学園大学） 

 



・ 発表 I  Introducing Exit Competencies into a University English Course 

          Brendan Rodda (Kanda University of International Studies) 

 

・ 発表 II  Standardized Testing as a Graduation Requirement: The Case of the CET  

(College English Test) in China 

Robert J. Fouser (Kyoto University) 

 

第４室（D202 教室）   司会 大坪 一夫（麗澤大学） 

 

・ 発表 I 非母語話者の発話に対する日本語教師の評価～教育経験の多少はどのような影

響を及ぼすか～ 

鈴木 秀明 （神田外語大学） 

 

・ 発表 II ＷＥＢ上の英語語彙力テストの開発 

風斗 博之 （東北学院大学） 

 

第５室（D203 教室） 司会 法月 健（静岡産業大学） 

   

・ 発表 I  Self-Assessment, Peer-Assessment, and Teacher-Assessment on Japanese 

University Students' writing an English Composition 

Sumie Matsuno (Aichi Prefectural University) 

 

14:50～15:00  休 憩 

 

15:00～16:50  シンポジウム（C301 教室） 

 

Topic: The Role of Testing in Language Learning 

 

Coordinator & Panelist: Yuji Nakamura (Tokyo Keizai University) 

 

Panelists: Ken Norizuki (Shizuoka Sangyo University) 

 

Garold Murray (Tokai University)  

 

   Yoshinori Watanabe (Akita University) 

 



17:00～17:30  総 会（C301 教室） 司会 島谷 浩（熊本大学 

） 

議長選出 

 

報告  事務局長 中村 洋一（常磐大学） 

 

17:30～17:45 閉会の挨拶（C301 教室）  

 

副会長 Randolph Thrasher（沖縄キリスト教短期大学・ 

国際基督教大学名誉教授） 

 

18:00～19:30 懇 親 会（くすの木会館レセプションホール） 

 

司会 Terry Laskowski（熊本大学） 


